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小学校における「出際理解教育j の実践と分析:
大学と開属小学校との共間関罷による「交流会Jの意
早瀬博範島ノ江三実1 Zonia Mitchell 平瀬郁子
Saga University and Fuzoku Elementary School International Exchange 
日ironoriHAYASE . Michi SHIMANOE . Zonia MITCHEしし・ lkukoHAYASE 
はじめに
学:t月指導要領の改訂により、ノト・中学校においては平成14年度から、高等学校においては平成15年度
から、「総合的な学習の 11刊行j が本総的に実施されることになったofL賀大学文化教脊学)~lllíH属小学校で
も、この新カリキュラムに向けて早くから取り組み、さまざまな視点からの研究や実践が行われてきた。
「総合的な学習の時間j の…つとして挙げられている「国際理解教育」に関しでも、さまざまな教科に
取り入れられて実践されてきたが、今回は、大学と小学校が、それぞれの授業の一環として合同で f交流
会j を企画した。一般に、 f交流会Jといえ江、大学の設業とは別に行われているのが大部分であるが、
本企画は、大学の授業のーコマとして、小学校と大学がそれぞれのfl的を持ちながら、留学生が小学校へ
訪問する形で、 f交流会Jを共IFljI~目保した点が、ユニークであり、怠義深いものと忠われる。
ヱド論は、その「交流会j に関する実銭報告と分析であり、小学校での I1主i際だIl解教育jがし、かにあるべ
きか、また、大学と合同で行うことで、双方にどのような効果をもたらすのかを考察したものである。
r.r交流会jの自的
平成141:1三2]=J4日に、佐賀大学文化教肖学者1附属小学校6年l組(男子19名、女子20名)のクラスに、
佐賀大学の留学生10名I (韓国人5名、中国人3名、インドネシア人 l名、アメリカ人 l名)が訪問する
形で、約 211~j間半の f交流会j を実施した。今回の食闘は、表向きは「交流会j となっているが、大学側
も正規の授業のーコマであることが、一般の交流会と異なる点で、ある。つまり、小学校も大学もそれぞれ
の目的を持って食闘した「段業jである。
<小学校側>
( 1 ) 本活動の位置付け
本校のカリキュラムは f教科等の学習j と「総合的な学課j からなる。さらに、本校の場合、「総合的
な学習j は、 fしゃちっ子学資j と「しゃちっ子活動j から構想されている。
fしゃちつ÷子学智Jとは、教科等の学習で学んだことを応用して取り組めるような、総合性に富む学習
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材を使った問題解決学習 (PB L)である九一方 fしゃちっ子活動j は、児童が直面している向題、児童
がやりたいと欲していることから活動が始まり、夢がもてるが、困難や問題も生じるといった総合的で生
活に近い場閣が活動の場となる30
(2) Iしゃちっ子学習j における本単元名「心の交流を求めてJ
単元を;構築し、児童に意欲を喚起するのは教師の役割である。その際、教師は児設にどのようなカを身
につけさせたいのか、自擦を明確にしておく必要がある。 fしゃちっ子学胃Jでは「育てたい力j を設定
している。その「育てたい力j は、 3つの領域、 f調査.liJIヲ'LJI表現・創造JI自己理解・他者理解j からな
っている。今回は、「自己理解・他者理解」から「心の交流を求めてj というiijGを構築した40
(3) 本単元の「育てたい力Jとねらい
本単元の「育てたい力Jは「他者のよさを尊重し、他者との際わりを見践す力Jとし、他者の思いに共
感しさまざまな立場の人と主体的に関わっていくために、経験に基づいた接し方や臼分にできる関わり方
を考えることができるようにすることをねらった。
<大学側>
大学側から、参加した留学生は、 f!e資大学の2つの正規の授業の合詞チームである。一つは、留学生の
ための授業科目である「日本文化を探るJ(英語による講義・平瀬時範とMitchell担当)で、もう一つは、
日本語上級「日本語レベノレ4 作文J(早瀬郁子担当)である。本企画に対する、それぞれの目的は以下
の通りである。
「日本文化を探るJ.....一一(i)日本の教育の実情を矢口る。学校の様子や授業の進め方を見て、 [=:12j三の学
校や授業の特徴を採る。
(ii)日本の小学生の実像を知る。児童の活動を見たり、一緒に活動したり、
話したりすることで、日本の小学生をiなに知る。 EI本人への理解を深め
る。
「日本語レベル4 作文J.. (i) EI本の教育現場を見、小学生と接するという経験を通し、知識や考えを
I.計麗・立案
( 1 ) 役割分担
深める。
(i)日本語でのプレゼンテーション能力を高める。具体的には、自国の文化
を口頭で紹介することを諜した。
(ii)作文カの向上と実践。日本語作文の指導の一環として、交流会後、感
怒文と小学生あての手紙をカ通せる。
今回の企画にあたっては、 4人の指導者がそれぞれの立場で関わり会い、相互に連絡を取りながら
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-金調した。 4人の役割分担は、以下の通りである。本論文の執筆にあたっては、 4人が各自でt旦当分
を執筆し、王手iWIiが編集した。またミッチェル氏が全体の概要について英文で主い、たものは、日本文の後に
掲載した。
氏名 所属 役割分担
早期博範
佐賀大学文化教育学部J:l)] 企画・立案、アンケート作成、詳細li教護(歌米文化講座)
島ノ江三知l
佐賀大学文化教育学部附 企画・ 小学生側の指導と準備、授業実践、
脳小学校教官 交流会のサポート、事前と事後の指導、評価
Zonia Mitchell 
佐賀大学文化教育学部外 留学生側の指導と準備、 よる補助、留学生と
国人講師(1玖米文化講座) 小学生の交流、事前と事後の指導、評価
早瀬郁子 佐賀大学留学生センター
留学生側の指導と準備、日本語の補助、大学と小学校の調
日本語非常勤講師 整、アンケートの集計・分析、評価、事前と事後の指導
(その{也、言葉の問題を少なくするために、大学の英語専攻生2名を補助として参加させた。)
(2) 事前の打ち合わせと立案~.tìiなるイベントとして終わらせないために6
このような企画を成功させるには、事前の打ち合わせと準備が何にもまして重要である。交流会の日躍
が決まってから当日まで、約一カ月程度の準備期間があったのがよかった。その間準備の状況などを授業
を通して留学生や兇に伝えることで、お瓦いの気持ちを高めることができた。とりわけ、小学生たちは、
交流会の日を文字どおり指折り数えて待っていたようである。大学附腐の小学校ということで、双方のコ
ミュニケーションはスムーズで、、両者の目的、要望、学生の様子など、事前にま1り、確認および軌道修正
することができた。単なる「外国人がやってきたJ式のイベントにならないようにお互いが摺意した。
今回、最も心配された点は、言葉を主体としたコミュニケーションにあまり頼れないということであっ
た。商学生10名のうち、日本語でのコミュニケーションがスムーズにで、きるのは、 3名である。他の7名
の学生は、E:l訴を学んではいるが、初級レベルである。英語によるコミュニケーションはできるものの、
対小学生にはあまり功を奏さない。つまり、外関誌の知識がない小学生と、あまり日本語のできない留学
生との「交流会jを、楽しく、それでいてそれぞれの教師のねらいを達成させるには、どのように準備し、
どのような会の内容にして実施すればよいかを決めるのが、最も重要な事柄であった。しかしながら、こ
のようなケースは、決して特殊ではないだろう。交流会する|祭、留学生を募った場合、必ずしも日本語が
得意な学生が得られるとは限らないし、もし国籍にバラエティを持たせようとすれば、むしろ日本語がで
きない人が多くなるのが実情である。従って、今回のケースは、短めて一般的なケースであり、小学校で、
さまざまなl主!の留学生と、あまり日本語に頼らなくても「交流会Jを成功に導けるモデルになるのではな
し、かと思われる。
<小学校側>
( 1 )教科等との関連
「しゃちっ子学習j は、児童が教科で身につけた資質や能力を応用させて坂り組める学習である。乙
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の単元では、児童に以下のような教科等のカを応用させたいと仕組んだ。
(社会)
日本とつながりの深い劉7に関する知識
インターネットや書物などを通して、外国に関する情報や資料の収集、活用
(霞語)
交流の場でのコミュニケーションの方法
相手の反応を見ながら自分の考えを話す力8
(図工)
見出しを工夫し、意図をl明確に伝える挿絵の工夫
(道徳)
述いを認め合い、瓦いに理解し、他者ーを思いやる心情
(2)単元全体の計画《総時数12時間》
写{ el 
外国の人と主体的に関わろうとする意欲を持つ。
自分にできる関わり方、 留学生の問について興味を持って調べる。
交流の仕方を え計画し、
準備する。
交流会で自分が教えてあげたいこと、留学生の方と一絡に
したいことなどを考え計filを立て準備する。※
リハーサルによって、互いの交流の仕方を1今i床し、修正する。
交流する。
時間担分
(U封筒)
2 
8 
6 
2 
12 
※児ijiの興味1M!心に応じて交流する内容を決め、やりたいことが共通している場合はクソLー ブを総成し、話し合いながら計
pjiW¥倣させる。
<大学側>
大学側からは、以下の項目を入れてもらうように小学校にお願いした。
1 .授業参観の実施
実際、自本の現在の授業がどのようなものであるかを、留学生に見てほしかったので、品ノ江先
生には、留学生にも興味が持て、しかも比較的分かりやすい授業を参観させてほしいとお師、いし
た。
2.個と集i去のレベlレ、個と聞のレベルでのコミュニケーションの場の設定
①El本語のプレゼンテーションの場(自分のことや白闘の言葉や文化の説明)
②鍔学生が、百本の教育に誤!して質問を投げかける場
③摺学生が児童と荏接コンタクトできるよ易
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1lI.準備
<小学校側>
( 1 )実施に関しての摺意点
1 .この単元でのねらいは、 f他者との I~Jわり方J を重視したものなので、児叢が留学生にたいして
紹介したい内容の調べ方や中身がたとえ充分でなくても、知らない外国の方と関わるために工夫
した点(問えば、言葉の使い方や動作や挿絵などの活用、細やかな接し方など)については、ささ
いなことでも称賛したり、また、割った点がある場合は相談にのりアドバイスをした。
2.小学生なので、外国誌はほとんど現解できないし話すこともできなL、。言葉に関して不安感が募
らないようにするために、交流会当日は教訓も外国語(英語)を全く能わないようにした。
3.交流会での児童の頑張りについても認め称賛することも大切Jだが、交流会に至るまでの児童の淑
り組み(計画、準備、リハーサル、 1今妹、修正など)に対する支援や称賛によって、交流会当日の
意欲を高め、児童が自信を持って交流会に臨むことができるようにした。
4 交流したい内容については、児童の興味や意欲を重説した。また、どの子(交流が苦手な児童)も
摺学生とwnわりが持てるように、グループを組ませる場合は、少人数にした。
5.摺学生の出身閣に院して、生活辞l設や文化などの情報を収集させることによって、自分中心の関
わり方ではなく、相手の立場に立った関わり方ができるようにした。
(2)先輩の反応や印象
l 児童の反応
r 10名もの外関の方をお招きして交流がもてるj と初めてま1ったとき、子どもたちはとても
でいた。 10名という数の多さ、また、 1ヵ!万ではなく 4ヵ悶からといった点からも興味は高かっ
た。
2.交流会に至るまでの様子
大変怠欲的。ふだんは休み時i習を心待ちにしている児設だが、 1)J平く、または休み時間や放課後
なども自主的に準備をしたりする児童もいた。
<大学部>
1. r日本文化を採るJの授業
奇心誌に2コマを{史い、日本の教育の賠史と制度についての諮義を行った。さらに、日本の現在の教育
の特徴について、 1~lmlの教育と比べながらディスカッションを行った。
このクラスの学生は、 4ヶ閣の留学生からなり、英語はできるが自本語は初級程度である。従って、
「日本語レベル4Jのクラスの学生と合同で話し合い、「交流会jで何をするかを決め、全員で準備を
した。 ただ、日本語によるパフォーマンスに関しては、 r13本語レベル4Jの学生に{壬せた。インド
ネシアの学生は、 l名しかいないので、インドネシアの欝単なあいさつを教えることにした。 1:11主!の
関学生は、百五;を21HI披露することにした。
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2. I日本語レベlレ4 作文Jの授業
日本の教育に関する演習を事前に行った。まず、教科書ーの中の、日本の子どもの現状が舎かれた文
章を読み、その内容を分析、理解し、自分の意見を発表。さらに自本の学校教育に衡する資料を配付
し、その歴史、現状、問題点を把握し、自国の教育制度と比較しながら、考えを述べ合った。 授業後
は毎回、課題作文を課した。自分なりの問題意識をもって小学校訪問に臨むよう指示。
また、学習を進める中、現場を見るにあたって何が一番知りたいか、と関学生に潤うと、子どもた
ち個々の生の声が開きたいという希望が出たので、
学校へ依頼した。
当日に向けての呉体的な壌舗として、
というテーマで作文を脅し、てもらうよう小
(アメリカ人)英語の簡単な日常会話を教えるため、英語とカタカナを波列したプリントの準備。
(韓関人Kさん)韓国の代表的な歌 fアリランj をみんなで歌えるよう広用紙に韓国語と日本誌で歌
誌を準備。
(韓国人C君)韓国の一番伝統的な遊ひやで、あるユンノリを準備。ユンノリに使う木製の道具は、 40人
の子どもたちが実際遊べるよに、自らノコとノミを使っていくつも準備してくれた。
N. r交流会j翼施
当日は、以下のようなスケジュールで、実施した。
9:45ぺ0:05 国語科「討議会をしようj 留学生授業参観
テーマ l・ 「私IJ授がよいか、制服がよいかJ
テーマ2: I古い校舎がいいか、新しい校舎がいいかJ
10:20-12:00 留学生との交流会
1 はじめの言葉
2.留学生の紹介
3 第一部(10・2ふ11:00)児童&留学生、グループ別交流
①~⑮に分かれた児議クゃループに留学生が 1名ずつ入りグループごとの交流。前
半・後半に分け、留学生は2つのグループに参1[10
①折り紙グツレープ
カエlレを折り紙で作り、レースをする。
②おもちゃグループ
けん玉、紙風船、コマ、福笑い、おはじき、お手玉など、百本の伝統的な遊びを紹
介し、一緒に遊ぶ。
③義物グループ
浴衣と着物を実i探に準備し、留学生に着てもらう。
③日本のおばけグループ
佐賀に伝わるおばけの物誌を自分たちで絵本化し、紹介する。
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⑤テコンドーグループ
テコンドーを習っている児童が中心となり、テコンドーを披露。韓国の男子留学生
らと、互いに実演。
⑤お習字クゃループ
き初めの習'慣を説明し、実i怒に留学生に苦ムき方を教える。
⑦かるたグループ
かるたとりのルールや遊び方の説明をし、みんなでかるた取りをする o
e佐賀弁ク守ループ
佐賀の方言を紹介。標準語と同時に英訳をつけたり、短い劇にするなど分かりやす
くする。
⑨将棋グループ
将棋のルールを教え、ゲームを楽しむ。
⑮英語劇グループ
留学生のr:j:rにアメリカ人がいることが分かっていたので、歓迎の意味をこめ、「ジ
ヤツクと廷の水j を英語で演じる。
4.第二部(11・00-11:50) i留学生のパフォーマンスJ (全体)
1 .アメリカの留学生が、英語の簡単なあいさつを教える。
みんなで英会話の練習。
2.インドネシアの留学生が、インドネシア諾の部単なあいさつを教える。
3. 中国の留学生が歌を2[1披露。出身地方のあいさつ言葉を教える。
4.勝国の留学生が「アリランjを披露。後、みんなで歌詞を見ながら合唱。
5.隣国の留学生がユンノりのルーJレを教え、 5つのグループに分かれて全員で遊ぶ。
5 第三部 01:50-12・00) i児童のパフォーマンスJ (全体)
1. i将来の夢j について、数名の児童が発表。
2. íねえ、歌おう J を合II~!
6.終jコり (児童から)
<小学生側>
みんな意外と落ち着いてそれぞれに交流が出来ていた。また、児童の予想以上に自分たちの思!っていた
こと、やりたかったことが実現できたようで、終了後は充実感。もっと交流をしたかった、時間がもっと
たくさんあったらといった声が多かった。
<留学生餓>
1 .日本語の不自由な学生は、教官や英語科の学生の補助で、理解を助けた O しかし、みんな片言の日本語
を使いながら、何とかコミュニケーションを鴎ろうとしていた。
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2.最初のディベートの授業は、 iZ学生たちには駕きを与えた。 EI本の小学校の授業でディベートが導入
され、子どもたちが活発に自分たちの意見を主張している姿が留学生の I~! には新鮮た、ったようだ。日
本人は文化的に、自己主張が苦手で、、デイベートは不得意、しかも百本誌はあまり現議立った討議に
は向かないといった先入観を、この授業は一掃してくれ、日本人の変化を感じていたようだ。
V.評価と成粟
「交流会J終了後すぐに、小学生と留学生に対し、アンケート調査を実施した。(アンケートの内容と
集計結果は、本論の末尾に資料として掲載した。)企阪から事後指導までを、アンケート結果も踏まえな
がら、評価を試み、成果を分析した。
<小学校側>
( 1 )留学生について
1 .彼らの表情(笑顔)は、子どもたちの不安感を吹き飛ばしてくれたようだ。児童が初対閣でも安心し
て接することができた。
2. 自分の留の事が分かるような写真、ゲーム、歌、言葉など事前によく準姉していた。
3.交流会がすんで、、 3月に留学生から子どもたちにお便りを届けてもらった。その中で彼らの思い
をもっと知ることができたが、暖かい心をもった留学生であると感じた。!ヨ本語が理解できると
かできないとかは、さほど問題ではないようだ。彼らの暖かい心は充分に兜まに伝わったと思う。
(2)成果
1 .本単元のねらいは、充分に達成できたと思われる。 6年 l組というわずかlクラスの児童と 10名
の留学生とのささやかな交流会ではあったが、匡!I添上:m解、異文化理解の出発点として、児童は大
きな一歩を踏み出したと考える。
2. もっと外国の人と関わりたい、分かり合いたいといった願いが高まり、中学校での英語の学習に
興味関心が高まった。
3.体験することにより価値観(見方、考え方)が多様化した。
その根拠として、例えば、アンケート r;宰う悶の人と交流する際に大切なことJの間いに対する
え方をみてみると、「仲良くしようとする気持ちJr相手の悶のことをJ;[]ろうとする気持ちJr違う留
の人と思うのではなく開じ患の人と思って接することJr言葉をうまく話そうとする気持ちではなく
その人と交流しようとする気持ちJr自分も相手も楽しくしようとする気持ちJr言葉Jr相手の国の
マナーJなど多様で、あった。交流を過して、実感したものが児童それぞれ異なっていたためであろう o
f交流会j は共通の体験であっても、児童一人一人の印象、受け止め方はさまざまであったことをう
かがし鳴1ることができた。
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<大学側>
1 .総評
留学生に対し担当者が民擦として掲げたものは、すべて達成できたと言ってよいだろう。当初、 EI
本語能力が抵い学生が大半で、あったが、プリントや絵といった撹覚的補助教材の効果的能用や、身体
を使った活動や、音楽、ゲームといった、あまり言葉に頼らない方法を用いたのがよかった。また、
{、13ヂが小学生6年生だったので、それほど緊張せずに、日本語が使用できたようだ。
2. 日本の教育の理解に関して
-その現場で体験Iヲに学べたのは、非常に効果があったようだ。大学:での講義だけでは、与えること
のできない現場の2字国気や、子どもたちの活動や考え方まで触れさせることができた。
・工戸!'Jiの講義を通して、どのような視点で訪問をすれlまよいかを考えさせ、ある程度的を絞らせるこ
とができていたので、効率がよかった。
3. 日本語教育にi到して
-さまざまなEI本語レベルの学生がし、たことは、小学生にとって、プラス効果た、ったと思う。 1ヨヱjs:語
が話せる学生の存在は初めて外国人に接する子どもの緊張を解き、さらに新しい知識を吸収する、
絶好のチャンスになった。また、あまり話せない学生は、いかにしてコミュニケーションを留れば
よいかの試行錯誤の場となり、子どもたちのアンケートにたくさん見られたような、心と心の通じ
合い、気持ちを分かり合うことが大切と感じたなどの回答を導いたように，忠う。
. 1:[本語レベルlの学生たちは、 100時間程度の日本語学習経験しかなかったので、子どもたちとス
ムーズな会話をすることはできなかった。しかし、お互いが問解できる言葉を採し、身振り手振り
を駆使してコミュニケーションを I~I っていた。
-日本語レベル2の学生たちの、日本に来てからの日本語上達は目覚しく、予惣以上に、子どもたち
とのコミュニケーションができていた。ただ、将棋など品目|かなルーlレを埠fyijずるのは、補助が必要
であった0
・日本語レベlレ4の学生は、自国の文化の紹介とテーマ設定して事前準備を課していたので、各自英
会話プリントを作成したり、広用紙に歌詞を苦し、たり、簡易なゲーム盤を作ったりと、万全た、った。
人前で、発表すること、特に今ITIHま子どもに分かりやすく説明する会話能力が必要だったので、日本
語の学留に効果的た、ったと思う。交流会後に屈し、た39人分の手紙と;夢Jをテーマとした作文を読
んだことも意義深い。また、自注|の文化を紹介するということで、自出の歴史・文化の同学習、再
発見にもつながったようだ。
4回事前の準{1mについて
-留学生たちも、小学生に負けず劣らず、交流会を楽しみにし、充分準備をしたのが成功の大きな要
因と言える。 ~ìiに当日常校を訪問するという受身の形ではなく、留学生からも自国の文化を紹介す
る磁搬的な態度で臨んだことがよかった。
-事前に日本の教育にi却する講義を受け、問題意識をもって当日に臨んだこと、また、留学生の希望
として、子どもたちの夢をIltJきたい、と事前に小学校に申し出たことも、授業参加をより興味深い
ものにした。
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5 小学校訪!日iの科点
小学校で、の交流会ということで、留学生にとってどれほど意義のある íl~際理解j ができるか不安
があったが、むしろ、実際は、小学校で、よかったという印象を持っている。理由は、以下のとおりで
ある。
-モノ(ゲーム、おもちゃ、着物など)を介しての交流なので、
あった。
りに頼らない交流が可能で、
-高度な日本語の会話能力や諾誌は比較的不要なので、日 レベル初級の学生も参加が容易であっ
た。
• f-tf学生が、 [1滋接する司王のない日本の小学生と交流すること、あるいは日本の小学校を見学するこ
とは、机上だけの知識から体験へと発展するのでとても意義深い。教育現場を見たことは将来の1:'1
本を予測することにもつながるので、その経験は註震なものになった。
-小学生たちの、 と誠意は、大人たちとの接触だけで作り上げられていた彼らの日本観に、よい
意味での変化をもたらしたようだ。彼らの日本滞夜の仁1:1で議も感動的な出来事の一つに挙げ、交流
会後児議一人一人に、日本語で、手紙を送った学生もいた。
6.詞者が正規の授業であることのメリット
-留学生の募集という作業や、参加者の細々したスケジューノレ誠設が必要で、なかった。今回は、大学
の方の2つの授業を合わせるという操作をしただけである。
-交流会に参加する留学生に関する情報がすでに教師の側にあるという安心感。
-授業を利用しているので、教師から参加者への述絡、参加者同士の連絡もスムーズ、だった。
-教師がAJJli在な方針と目的をもって行い、しかも交流会にも参加するので、留学生を単なるイベント
要員としなくなる。
-事前と卒後指導がきちんと実施でき、さらに発展させることも可能となる。
以上のように、学校現場で行う f交流会j を、大学正規の授業の一環として行うことは、大きなメリッ
ト持っているので、大学としては、もっと積甑的に介入し、活用する方向へもっていくべきであろう。そ
うすることは、 f交流会Jの質的向上にもつながる。
VI今後の課題
<小学校側>
1 .短期間の交流であったこと。たとえば、年度の初めにこのような交流会がもてることが分かっていれ
ば、年間を通して、またはある程疫の長い;瞬間の交流が継続できる。
2. 打ち合わせをする時間の不足。(これは、 1~1踊小学校が受験の時ylfl と重なったためで、この期間を避け
れば、この問題は解決できる。)
3目今@]の取り高Jlみは6年生であったが、学習のねらい次第では、他の学年でも交流することが可能だと
思われる。剖えば、 f食Jに関することで一緒に「佐賀の郷土料理を作るJまたは「相手の器の料理
やおやつ作りをするJ、年中行事に関することで fしめ縄を作るJi七夕飾りを作るJなど一緒に何か
を体験することを通して、佐賀や日本のことを理解してもらう、互いに理解し合えるような取り組み
小学校における「国際濯解教育jの災践と分析:大学とl制服小学校との共同開官官による f交;奈会jの詩、義 105 
など、そのほかにもいろいろ考えられそうである。しかし、いずれにせよ、先惑の学びの願いと教師
が兜蚤にどのようなカを育てたいのか交流会での fねらしリを明確にすることが重要だと考える。
<大学側>
1 .小学生が何をま1りたいのか、どんなことをして欲しいのかをもっと呉体的に雨者で論議をしておけば
もっとよかったであろう。 't{i学生は何を求められているのかで迷い、準備が遅れたTITもあった。
2 今回は、「交流会j という単発なもので、終わってしまったが、このような交流が、カリキュラムとし
て、相互に日常化することが、本来は大切であろう。多田は、国i祭理解教?と7の実践段階を、「イベン
ト段i結Jから「日常化段階J、そして「浸透段階jへ深化させるべきと提言している (85-86) 9が、
まさにその通りである。そのような状況がつくられて初めて本当の f間際原解・奨文化滋解教育jが
可能となってくるのである。
おわりに
小学生たちには、今回の交流会はとても新鮮な経験であった。 4ヶ聞の迷った関籍をもっ留学生たちに、
さまざまな言語や習慣について直に教えてもらい、一緒に会話をしたり、歌ったりしたことは、とても
重な体験となった。このような体験が児童の視野を大いに拡大させたことは想像に難くない。本やテレビ
で見ただけでは得られないものがあった。近年の「学胃体験jの霊視は、本分野では非常に重要であり、
機会が許す限り、大いに取り入れるべきである。
また、留学生たちにも、日本の教子干の)読史や仕組みなどが分かつても、それは単に知識だけであった。
実際の授業に参加して、日本の教育の実体を自分の自で見、肌で感じたのは、彼らの日本理解に大いに役
立ったようだ。さらに、日本語教育の観点からも、大いに有効であった。日本語を書いたり・話したり・
閉し、たりする目的や動機づけが明確で、しかも、さまざまなコミュニケーションスタイルで日本認を使え
る場を設定することが可能となった。
今回の交流会が小学生にも部学生にも有意義で、あった要閣の一つに、小学校と大学が、どちらも授業を
一環として、共同で企闘運営した点がある。とりわけ、大学側が現場での交流会等を質量な「教育の場j
であると認識し、積極的に動く必要ーがあるだろう。
両者には言葉という援はあったが、お互いが、!ヨ分の考えを熱心に伝えようと、相手の理解度などに気
遣い、それを被うようなさまざまの準備をしたり、相手の寄っていることを熱心に開こうとする態度や意
欲が見られた。本交流会を通して、両者とも、文化的知識だけではなく、 i主1祭理解で最も大事な「人i調理
免[TtJが深めらhたと含えるだろう。
j主
!この10人の留学生は、佐賀大学が2001年度から始めた、:短期留学プログラム(通称SPACE)で、佐
賀大学で、学んで、いる。日本語能力は、 3名は上級(レベル4)、3名が初級後半(レベル2)、4名が初
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級前半(レベル1)である。しかし、自本語上級レベルの2名以外は、英語でのコミュニケーションに
は上級レベルである。
2力!日会長・朝沼は、 f国際環解教育が問題解決のプロセスを含む学習活動であるという j去を忘れではならな
しリ (31) と強調する。
:3 1総合的な学習の1寺fI¥]Jの導入は、その改革の恨本{こ、これまでの f指導方法Jや f学力知jへのt1Uい
直しがある(多1 24)。多くの教育者が、授業は、知識を教鮮が一方的に教えこむのではなく、「子
ども自身が学びとる学習へJ(諜元・長尾19;谷J1120-21)、学習スタイルを変え、「二子どもの1れ、を短
;権J(高Ifl26) させ、「双方向性の授業J(多Ef:I 22)へ変換し、子どもの主体性をさ手重させる方向へ
もっていくべきだと指擁している。佐藤・林は、国際限解教育が、知識習得型の教育になることを避け
るには、 f当主i当内容と子どもたちの生活との関連Jを強調している (5)。とりわけ、日本における「国
際環解教育j は、まさしくそのような教育現念から1れ、直し、学習方法を改革するところから始めるべ
きだろうし、そのような中から「間諜感覚Jは誇っていくのである。
4多国は、国際理解教育の構成要素として、 1'11互理解J1人間理解J1文化理解J1世界の現実理解j を挙
げている (39-44)。
5 J 1端は、悶際理解教育の実践の目標として、以下の3つを挙げている (34-45)。
0人はそれぞれ生活の仕方、ものの考え方、 {Ili値観が符じでなく、むしろそうした多様性にとんでいる
ことを積極的にま11備できる態度を蕊うこと。
Olg，分自身の意見をはっきり持ち、それを十分に表現し対話することのできる悶際コミュニケーション
能力を身につけること。
0広い視野と柔軟な思考とによって自己の文化を見直し、それを文化の枠組みの中た、けの{前l値判断を起
えて、人情j普遍の文化的価値を求めて常に自己実現を ~Iる資質を議うこと。
6多1も、 f住的の明確化Jを、交流活動が「単なるイベントj として終わることを避けるための寝意事
項のーっとしてあげている(162)。これは、「評価j の上からも重要となる。
7教科書の「日本と関係の深い|主!Jという章で、 1997年で「日本の貿易相手先(輸入)Jのベスト 4ヶ国
は、アメリカ、 q:，医i、インドネシア、終図であるということを児童は学習する。偶然で〉はあるが、今回
の摺学生10人の国籍も、その4ヶ国であったのは非常に好都合で、児童の興味を大いに高めた。
8多聞は、異文化閤コミュニケーション能力の育成すべき技能として、以下の4つを挙げている (68;
122-137)。
①文化的背景を見取る能力 ②自己表現能力 ③l諒解能力 ④討議能力
9多!万は、実践を日常化させるためには、 1主1潔理解教育にかかわる目擦を、学校教育目標として位置づ
け、教材の収集・吟味・選択、また教科・道諮・特別活動との連絡を検討することなどが必要であるj
(84) と している。
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Saga University and Fuzoku Elementary School 
International Exchange 
Zonia Mitchell 
Students of the Saga University Program for Academic Exchange (SPACE) and Fuzoku 
Elementary sixth grade students participated in international exchange of the highest educational 
quality on February 4， 2002. This event， planned as part of the curriculum for the course 
“Exploring Japanese Culture，" presents itself as a challenging model for future exchange between 
international students and university吋linkedpublic schools from the elementary to high school 
level. 
The success of the SPACEゅFuzokuinternational exchange at Fuzoku Elementary School 
can be attributed to 1) a high degree of interest in and readiness for interaction on the part of 
the participants， and 2) extensive planning and preparation by individuals and group members. 
Professor Hironori Hayase ap戸、oachedMs. Michi Shimanoe about the possibility of 
Japanese culture students visiting her class， and she responded favorably. Ms. Shimanoe had 
been considering some kind of special program for her graduates， and a Fuzoku-Sadai cultural 
exchange filed that need. 
The day's program included three major divisions， each prepared and presented with 
energetic， careful attention， good humor， and confidence in a relaxed yet disciplined atmosphere. 
After friendly self-introductionsヲ thesixth graders surprised their guests with an animated series 
of in司classdebates on the issues of wearing uniforms and whether or not Fuzoku Elementary 
should remain in its present building. Two students were given responsibility to act as 
moderators and actively fulfilled theiI、duties，deftly carrying the discussion back and forth 
108 ネ詩!IT t苛級品ノ江三女[1 Zonia Mitchell 早瀬 1JI;子
between teams， and maintaining a stimulating tempo for the duration of the debates. Shimanoe-
sensei provided appropriate support needed in one instance， guiding the debaters back to the 
focal point in question. 
Following the debates， each international visitor was invited to join Fuzoku students in a 
small group， creative learning centers the sixth graders had designed themselves. These centers 
included an English drama presentation of "Jack and the Beanstalk，" complete with costumes and 
handmade props; a Japanese calligraphy demonstration and hands-on practice; a game of shogi 
taught by Fuzokll stlldents and played together with the Sadai students; modeling kimonos; 
lessons in Saga dialect; taelくwandotechniques; storytelling; origami; and traditional table games. 
Every student， whether host or guest， engaged in enthusiastic interaction， and rotating once 
allowed each international visitor to taste two cultural centers. The rich content of each center 
attracted so much interest that participants wished for more time with each group. If time 
permitted it in a fllture program， visiting more than two grollps would be most desirable， and if 
space permitted， two or three centers in one room rather than four or more would allow for 
greater concentration， focus on the activity， and freer movement. 
During the closing program international students shared songs， games， and langllage 
lessons from China， Korea， Indonesia and the USA， and FllZoku students presented their life 
dreams.人Chinese trio sang an upbeat number with motions followed by a melancholy song that 
brought roaring applause from their listeners. David， from America， taught tongue twisters like 
"Peter Piper picked a peck of pickled peppers" and basic English conversation， lndonesian Taqdir 
offered a lesson in lndonesian langllage， and the five Korean students held everyone in awe with 
their songs and game. Ms. Kim's music class presentation of Korea's famous "Alian" song was 
received by eager singers who kept the rhythm on their "floor drums" as they sang together. 
Everyone was callght Up in the competition and cheering as they played Mr目 Chang's delightful 
"yunnori" game， llsing wooden sticks he and his friends made themselves 
Hearing the dreams of the sixth grade class brought the eventful， rewarding intercultural 
exchange to a close， with al the participants wishing for more time together and hoping to meet 
agam. 
The Saga University and Fuzoku Elementary day of international exchange was a 
watershed event， a historical turning point ushering in a new model of intercultural edllcation. 
Future opportunities for intercultural exchange modeled after this one wil nurture students 
reaching to attain the high goals they envision . . . "to be a doctor like my grandfather who can 
understand what patients really thin丸""to be a guide dog trainer to help blind people，" "to be on 
TV and become poplllar among children by making them happy playing， singing and dancing，" "to 
make a robot which can help and take care of people，" "to be an ar、chitectand make houses 
everyone wants to live in，" "to be an interpreter to make the world peaceful，" "to be a zoologist，" 
"to be a stylist who leads the fashion，" "to go to many places， meet many people and llnderstand 
foreign languages without an interpreter between us，" "to be a school nurse who is loved by 
everyone， " to be an inventor、whomakes a robot with various emotions like happiness， grief， 
anger， and USeflll skils，" "to be thピ beslCUllleUiall il lhビworlu，" "lo uesign ships， planes and 
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cars，"可obe a kindergarten teacher." Next time， let's be sure to inform television and print 
media for news coverage! 
宝望日
資料 1 小学生に対するアンケートと集計結果
1.今回の留学生との交流会は楽しかったですか。
a.とても楽しかった 33名 87% 
b.楽しかった 3名 8% 
cふつう
d 楽しくなかった
2:(:; 
Oiヨ
5% 
。%
2. r交流会jで何がよかったですか。(復数問答可)
a クソレーブ守jリに日本の~J;çを教えてあげたこと
b. {色l人的に1ftI学生と話しができたこと
c. rlf学生の閣の言葉を教えてもらったこと
d留学生の医!の歌を教えてもらったこと
e. f{1学生の国の遊びを教えてもらったこと
fその他
-いろいろな悶の人とふれあえたこと
.留学生にあえたこと
25名
25名
19名
21名
31名
9名
66% 
66% 
50% 
55% 
82% 
24% 
-留学生から活必経験したこと(第隊生活など)を教えてもらったこと
.大切なことを教えてもらった
-官j学生の閣のことを教えてもらった(食べ物、服)
3. どんな準俄をしましたか。
・4つのi主!の設禁やマナーを調べた。
-f7j13芝生の皆さんといっしょに話そうと言葉を誠べたり練現したりした0
.言葉のなl沫がどうしたら分かつてもらえるか考えた。
-どんなふうに説明したらいいのか考えた。
-司会進行の準備。
-始めの言葉、終わりの言葉を考えた 0
.お{笈の飾りを作った。
-プレゼントの準備。
(以下は、ク、ルー プP別発表のための準備)
ホームページや本でお化けのことを調べて、文や絵をかいた。/佐賀弁を調べ、表にまとめた。/英語劇のせり
ふ覚え、大遊具、小道具作り。/テコンドーの技の総資。/溜字道呉の準備、どんな言葉をi!?し、たらよいか考えた。
/かるたの遊び方、ルールの説明の仕方、 1守1m配分を考えた。/日本のおもちゃを作ったり採したりした。/折り紙
の本を探して、折る練igfをした。/務物の準備、おる練習。/将棋のi翠を作ったり、説明の仕方を考えた C
4.ク)レーブ別交流会で、うまく沼学生に伝えることができましたか。
部子a
-一人はOK， もう一人は通訳してもらった 0
・伝えることができた。 (3名)
・失敗したけど理解してもらえた。 r?;{学生に上手といわれた。
一人目は緊張してうまく伝えられなかったが、二人目はうまく伝えられた。
-あんまり話せないかと思っていたけど、すぐ殺しめる人迷で、すんなり話せた0
・日本語がとてもうまかったから、きやすく認しかけられた。 (2名)
?
Zonia Mitchell 三知/，占ノ江博範早瀬
????
-動作を入れてやったらよく伝わった。
・一人elは7I寄付けだけで、終わった、二人目は説明や質問ができた。
・一生慾命IUJl、でくださって、私たちもできるだけ分かりやすく説IVJした。
5. 新しくま11 ったこと、 t~えたことは何ですか。
・隣 I'EIのゆ~アリランj を教えてもらった0
.市隊のことについて教えてもらった。
-留学生に台本を読んでもらって、発授の)Qいがわかった。
・ユンノリという遊び。線国にも日本と似ている遊びがあること 0
.勝|主iと北朝鮮のj主i境のこと。
.1:1:1主"立、地方ごとに言集がjMうこと。
-インドネシア、アメリカ、 1:]国、終i主!の4つの|主lの言葉を少し覚えたこと。
-その I~Iの文化やそのわ:<1の人の性格やその I~Jのよさをいっぱい知る事ができた0
. Iミi本と外股!の文化が似ている所があるということ。
にも I~lj谷怪談のような話があること。
6. j~ う国の人と交流するときに、{叫が大切だと jぷいますか。
(マナーや礼儀)を匁lっておくことが大切だと忠、う。 (4名)
(出)を教えること。
-そのi主!のこと
-郁子のこと(鴎)を知って、自分のこと
・あいさつの音楽は覚えていたほうがいいと，思った。
-言葉をもう少し分かりやすくしたほうがいいと思った。
-言葉が伝わらなくてもあきらめないで、じっくり分かりやすく認すことが大切だと怒った 0
.身振り手振りを交えてなるべくゆっくり話すこと。
・3菜がわからなくても心があれば話しがすすんで、し吋。
・攻いに分かろうとすること。相手に対する心jRtい。その留のことを知ろうとする気持ち、仲良くしようと辺、
う気持ち。
心と心が通じ合うよう一生懸命やること。
-笑顔。
・そのノ、のEIを見て話すこと、気持ちを分かり合うこと 0
.はずかしがらずにはっきり話すこと。
またやりたいですか。
(100%) 
(0%) 
38名
0名
このような交流会を、
はし、
いいえ
a. 
b. 
ア，
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資料2: til学生に対するアンケートと集計制;栄 (アンケートは日本語と英語を併記)
1 .今Iillの企画はどうでしたか。 (Howwas this International Exchange Program?) 
-かなり良かったと怒います。特に「交流会JのだいぶiIIjから打ち合わせをする準備の時間が充分だったので、
いろいろなことができたと思います。
-とても楽しかったです。
-とてもよかったです。たくさん話をして楽しかったです。
. 1 think this program is so good， wεhave a nice chance to visit an elementary school. 
. Itwas very interesting and exciting. 
2. どのような点が一議よかったですか。 (Whatis the most interesting or、impr、essiveto you?) 
-それぞれのクゾレーブに分かれて、 了ーどもたちに日本のことを教えてもらったのが楽しかったです0
.みんなの将来の夢を開いたのが一議おもしろかったです。
-さ?j葛です。とても上手で与した。
.1ヨ本の子どもたちのいろいろな考え方が分かつてよかったです0
. The students tel us what they want to be. 
. The most impressive to me was the song sung by the whole students at the last. 1 was moved. 
. Wearing kimono was the best thing， and playing a KOI崎eantraditional game together was very exciting. 
3. 1ミi本の小学生をどう思いましたか。 (Whatdo you think of the Japanese pupils?) 
.1:付編小学校の子どもたちは、本当に積極的でi切るいと感じました。
-みんな大きな拶を持っていて、びっくりしました0
. They were so bright 
. 1 think that Japanese pupils have a good spirit 
. Everyone of them is so cute. 1 think they can become very kind persons. 
. They wer、ereally good students， and easy to get familiar、with.
4.あなたの医iのどのような点を子どもたちに総介したいとJよい、ましたか。それは、うまくいきましたか。 (What
part of your own culture did you want to introduce to the pupilsつDidyou work well? Do you think it 
interested the pupils?) 
-隣国の代表的な:放を紹介したのですが、思った以上に子どもたちが平く覚えてくれてみんなで敬うことがで
きてよかったです。
・仁1lijのi款を歌いました。でも3人とも EI本認が苦手なのでちょっと残念です0
・繰回の伝統的なJ誌について話したかったです。うまくいったと思います。
. 1 introduced our language and 1 think the pupils are interested in learning the language 
5.充分、交流ができましたか。 (Didyou communicate or contact well with the pupils?) 
-部学生たちにもいろいろ勉強になったと思し、ます。
-残念ながらまだ日本誌が上手じゃないので、できませんでした。
. No， because my Japanese is not so good， so 1 can not communicate well with the pupils but I could 
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understand what they say. 
. Yes， though my Japanese is very poor. 
6. EI本の小学校と、あなたの国の小学校とどのような点に迷いがありますか。 (Oidyou find any difference 
between elementary school of your country and that of Japan?) 
-勝国の小学校にはitU!l授がありません。こういう「交流会j は少ないと忠L、ます。
.日本の小学生は中国より 131封です。
-けっこう似ていると思いましたが、設俄は日本のほうがもっといいと思し、ました。
. 1 think in Japan the teachers educate the pupils so that they can have their own characters. In 
China we are focused on the group education 
7.今問、簡を学びましたか。 (Whatdid you learn from this programつ)
-自分の割についてもっと勉強しなければと思いました。
-子どもたちは、いろいろな悶の言葉をま1っていました0
.日本のおもちゃと将棋を留し、ました。
. We could learn the difer、encesbetween my own culture and、lapaneseculture. 
. 1 think the cultural communication is very impor、tant.
. Children' s pure hearts 
. 1 like listening to children's dream 
8.改長j誌はありますか。 (Oidyou find any problem with this progr、am?What should be considered next 
time?) 
.時間的余裕があればもっとよかったで、す。
-アメリカなど有名な悶以外のことはよく分かっていないようだったので、事前に勉強したらよいとJ思いまし
た。
-子どもたちにたくさん準備させるより、自然にあうことがし》いと思いました。
. We wanted to know the pupils' impression about our country. We could have introduced more 
than they did. 
9. EI司王諮学務の上で、今回の交流l主役立ちましたか。 (Isthis program useful to your learning Japanese?) 
・多くの日本人の前で、向かを説明したり紹介したのが初めてだったので、結椴むずかしいと思いました0
・はい。たくさん日本のゲームを知りました。
. Yes， 1 could find some new vocabulary. 
. Yes. 1 think it's very useful 
. 1 don't think that was a good way to learn Japanese. However， itwas a good chance to 
communicate with Japanese young people. 
10. また、このような機会があったら、参加したいですか。 (00you want to join the same kind of program 
again?) 
はい、ぜひ(全員)
